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事例 在宅 要支援２ ７０代男性

•深川市内在住 一軒家 一人暮らし

•慢性呼吸不全のため在宅酸素使用

•介護保険で訪問看護 訪問型サービス 通所型サービス利用中

•本人スマートフォンやパソコンを使用している。きたそらりんくの説明、

利用について説明をすると理解が早く、快く同意いただく



活用方法① サービス担当者会議

•新型コロナウイルス感染予防のため、サービス担当者会議で自宅に

集まらず、きたそらりんくで担当者間で情報交換し、担当者会議とし

た。

•通常は照会依頼を各事業所に書面で渡したり、電話連絡で担当者

会議の照会をかけるが、きたそらりんくは時間に縛られず、情報の

確認、書き込みができるので効率良く行うことができた。







活用方法② 入院時の情報連携

•日頃の体調の変化について、サービス事業所から細かく情報をも

らっていた。また、入院時に連絡があり、病院と連携がとりやすかっ

た。

•地域連携室の担当者をきたそらりんくに招待したことで、入院時の

様子が関係者で共有でき、連絡の手間が省けた。









最後に

• ICTという言葉にアレルギー反応を示す方もいると思いますが、パソ

コンが苦手な人でも、一度使い方の説明を受けたら、比較的簡単に

利用できると思います。

•連携がスムーズになることと、業務の効率化を図ることもできると思

いますので、皆さまぜひご活用いただければと思います。


